
（１）主体的に考え行動する力を育む教育の推進

（１）主体的に考え行動する力を育む教育の推進

学校には、こどもが助けを必要とするときに、先生や友達から支えてもらえる温

かな雰囲気があると思いますか。

学校では、こどもがそれぞれの違いを認め、お互いを尊重し合って共

に学び合っていると思いますか。

6 特別支援教育をはじめとする多様な教育的ニーズに

対応した支援の充実　7 インクルーシブ教育の推進に

ついては、保護者・生徒・教職員ともに「そう思う」

「どちらかといえばそう思う」が高い割合を示し、特

に生徒の「そう思う」の高い割合が目立ちました。

⑵こども一人一人を尊重した教育の推進については、

さらに生徒理解に努め、共通理解を図りながら一人一

人の教育的ニーズに応じた個別最適な学びを実現する

とともに、学校の様々な取組について、保護者への情

報発信にも努めてまいります。

（２）こども一人一人を尊重した教育の推進

4 5 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

学校は、こどもが、学習の方法やペースを自分で選んだり決めたりしながら学ぶ

授業づくりを行っていると思いますか。

学校は、こどもが、対話などを通して、他の人の考えや意見を自分の

学びに生かすような授業ができていると思いますか。

45 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充

実では、保護者・生徒・教職員の80％以上が他

の人の考えや意見を自分の学びに生かす授業がで

きていると回答しましたが、学習の方法やペース

を自分で決めて学ぶ授業づくりにおいては、「そ

う思う」「どちらかといえばそう思う」と回答し

た保護者は70％程度でした。

（２）こども一人一人を尊重した教育の推進

6 特別支援教育をはじめとする多様な教育的ニーズに対応した支援の充実 7 インクルーシブ 教育の推進

学校は、学校生活や地域社会をよりよくするために考えたり、行動したりするこ

どもの育成に、取り組んでいると思いますか。（児童会・生徒会活動、学校のき

まり見直し、地域のよさを伝えたり課題解決したりする取組、ナイストライ（中

学校）など）

3 社会の形成や持続的発展に主体的に貢献する力

を育む教育の推進では、保護者・教職員で「そう

思う」「どちらかといえばそう思う」が85％以

上の高い割合を示した一方で、生徒では75％に

留まりました。

⑴主体的に考え行動する力を育む教育の推進につ

いては、引き続き、生徒が主体的に考え表現する

授業づくりの研究を進めるとともに、生徒が地域

社会への貢献を実感できる取組を推進してまいり

ます。

令和７年度　学　校　評　価

　そう思う　　　どちらかといえば、そう思う　　　どちらかといえば、そう思わない　　そう思わない　　わからない

考察

1 豊かな心と健やかな体を育む教育の推進 2 自ら学びに向かう力を育む教育の推進

学校は、豊かな心と健やかな体を育む教育の充実に努めていると思いますか。

（感動・感謝、郷土愛、いのちを大切にする心、こどもの体力向上、基本的な生

活習慣など）

学校は、こどもが自分で考え、自分から取り組む授業づくりに取り組

んでいると思いますか。

1 豊かな心と健やかな体を育む教育の推進では、

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」の割

合が、保護者・生徒・教職員ともに90％を超

え、生徒・教職員においては、半数以上が「そう

思う」と回答しました。

2 自ら学びに向かう力を育む教育の推進において

も、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」

が、保護者・生徒・教職員ともに80％以上の高

い割合を示しました。

3 社会の形成や持続的発展に主体的に貢献する力を育む教育の推進 
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（１）主体的に考え行動する力を育む教育の推進

　豊かな人間性や人権感覚を育てるため、道徳教育や人権教育の充実に努めるとともに、健やかな体を育むため、体育の授業や部活動を通して体力の向上を図り、食

育にも力を入れてまいります。生徒の主体的な学びに向け、引き続き研究を進め、教員一人一人の指導力向上を図ります。また、社会の担い手として社会的・職業的

自立に向けた力を育むため、キャリア教育や体験的学習に取り組んでいきます。

（２）こども一人一人を尊重した教育の推進

　ICT機器を効果的に活用することで協働的な学びの充実を図り、生徒一人一人の学習状況に沿ったきめ細やかな指導に努めてまいります。また、特別な教育的支援を

要するこどもに適切な支援を行うため、教員の専門性の向上に努め、子どものニーズに沿った多様な学びの場の整備を進めていきます。また、相互理解につながるよ

うな交流及び共同学習を推進し、将来の共生社会を担う人材の育成に取り組んでいきます。

（３）最適な教育環境の整備

　防災教育など安全教育の充実を図るとともに、定期的な安全点検を徹底し、安全で良好な学習環境の整備を進めていきます。また、家庭や地域との連携による授業

や体験活動、学校行事などを積極的に取り入れ、開かれた学校づくりに努めてまいります。

（４）こどものいのちと権利の擁護

　こどもたちの意見に耳を傾け、適宜見直しを行いながら、快適な教育環境づくりに努めてまいります。こどもや保護者からの相談に対しては、SCやSSW等の専門ス

タッフや関係機関と連携を図りながら相談体制を強化し、早期解決に取り組んでいきます。今後も、学校が行っている様々な取組を保護者や地域に積極的に発信し、

こどもたちの自立へ向け連携・協力を図りながら日々の教育活動を進めてまいります。

小　中　学　校　関　係　者　評　価

学校評議員会で意見交換を行い、評議員の方々からは次のようなご意見・ご感想をいただきました。

・先生方は、熱心に丁寧に授業をされている。

・授業では、社会情勢についてグループディスカッションなどで友だちの考え方を学ぶなど、社会に出ても活用できる授業をされていて驚いた。

・学力調査の結果から、学力が伸びてきているのがわかる。

・生徒それぞれの自主性を伸ばすような取組がすばらしい。生徒の表情も生き生きとしている。

・今の子どもたちはいろいろな面で守られ、自己中心の考え方をしてしまい他人を思いやる心に足りない子どもたちが増えてきている印象があったが、生徒会の子ども

たちと話をしてみると全然印象が違った。

・自分から進んで挨拶ができる生徒が増えてきた。毎朝のあいさつ運動等、生徒会の取組の効果を感じる。

・登下校中など、大人からは声をかけづらい社会になりつつあるので、子どもたちが先に挨拶をしてくれることで気持ちよく挨拶を交わすことができる。

・子どもたちの登下校を、見守ってくださる地域の方がいらっしゃる。そのような活動を、ぜひ保護者にも伝えてほしい。

・学校評価の質問項目を見ると、生徒と教職員のみの回答でよいものもあるように感じる。保護者の立場から答えにくい項目も見受けられるので、質問項目の精選も

進めていただけたらと思う。

来　年　度　の　具　体　的　な　取　組　に　つ　い　て

（４）こどものいのちと権利の擁護

10 こどもの最善の利益を守る環境づくり

学校は、こどもの意見を反映させ、こどもの権利を守るとともに、こどもや保護

者が相談しやすい学校づくりに取り組んでいると思いますか。

10 こどもの最善の利益を守る環境づくりでは、

生徒の85%、教職員では100％が「そう思う」

「どちらかといえばそう思う」と回答したのに対

し、保護者では70％程度と、やや意識の差が感

じられる結果となりました。

⑷こどもの最善の利益を守る環境づくりにおいて

は、保護者への広報等の情報発信を行うととも

に、今後もより一層の細やかな対応に努めてまい

ります。

（３）最適な教育環境の整備

8 安全・安心な園づくりの推進 9 地域や家庭と連携した教育環境の整備

学校は、こどもの安全を守る環境の整備を進めるとともに、安全教育（生活・交

通・防災など）に取り組んでいると思いますか。

学校は、地域や家庭の人と協力して、授業や行事などの教育活動を進

めていると思いますか。

8 安全・安心な園づくりの推進では、「そう思う」

「どちらかといえばそう思う」の割合が、いずれも

85％を超え、生徒では60%が「そう思う」と回答しま

した。

9 地域や家庭と連携した教育環境の整備においても、

85%以上が「そう思う」「どちらかといえばそう思

う」と回答しました。

⑶最適な教育環境の整備では、今後も安全教育の充実

に努め、地域や家庭と連携協力しながら開かれた学校

づくりを推進してまいります。
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